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「歴史から学ぶ」ということ
──ヘーゲルの歴史哲学を中心として──































































































































（XII, S.29 ff. 訳 p.36）。それは同時に精神が自己の本質である自由を実現して
いく過程でもある（XII, S.30訳 p.38）。その過程を押し進めるのは，人間の
情熱，欲望，利害（公共の目的や善意や高貴な祖国愛などではない）とされて




























（XII, S.47. 訳 p.60）。しかしながらヘーゲルによれば，手段はそもそも「目




















































































の圭角を，自から自覚して矯めていることである（s.z.B. VII, S.345. 訳，
p.420）。いま一つには，普遍の側も，市民社会の原理にしたがった特殊的利
４５「歴史から学ぶ」ということ
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